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◎サポーターほっとニュース 

 「サポーターほっとニュース」では、障がい者サポーターとして登録された方の活動や、

サポーター制度への期待を込めたコメントやお話などの情報を紹介していきます。 

 第１０回目は、2月７日（土）開催の障がい者サポーターと障がいのある方とのワーク

ショップのご案内です。 

 

【第１０回】 障がい者サポーターワークショップを開催します！ 

 

障がい者サポーターの皆さんには、障がい者サポーター研修会への参加やサポーターほ

っとニュースの購読などを通して、障がいについての理解を深めていただいていますが、

なかなか障がいのある方と直接お話したり触れ合ったりする機会は少ないのではないかと

思います。 

そこで、サポーターの皆さんと障がいのある方で一緒にテーブルを囲み、和気あいあい

とお話していただくワークショップを開催することになりました。 

今回は、障がいのある方がお店や行政窓口で困ってしまう場面や、どうしたらそれを解

決できるかなど、「障がいがあってもなくてもくらしやすい熊本市」の実現のための意見交

換をしていただきます。 

さまざまな障がいのある方と直接顔を合わせてお話ができ、日頃の生活の中でのサポー

トのヒントをつかむチャンスです。皆さんぜひご参加ください。 

 

◆日  時 ： 平成２７年２月７日（土） 

   １４：００～（１７：００頃終了予定） 

◆場  所 ： 熊本市役所別館自転車駐車場８階会議室 

        （熊本市中央区花畑町９番１号） 

◆募集対象 ： 障がい者サポーター登録者 

◆定  員 ： １２人（先着順） 

◆申込方法 ： １月２１日（水）より電話にて 

熊本市障がい保健福祉課へ 

（℡３２８－２５１９） 

 

 

 

 

 

 

一緒に熊本市を 

良くしましょう！ 



 

 

この度、アール・ブリュット パートナーズ熊本の主催により、福祉施設や学校、病院、

ホテル、郵便局などで作品数点を展示する「アール・ブリュットArt Brut 移動美術館」

が開催されます。 

「アール・ブリュット」をよりたくさんの方に

知って頂き、障がいのある作家の各地での発掘を

はじめ、芸術活動支援の輪が広がることを目的と

し、アール・ブリュット・ジャポネを代表する作

家である松本寛庸氏（山鹿市在住）の作品を、熊

本県内各地で場所を移動しながら展示していきま

す。ぜひ足をお運びください。 

【お問合せ】 アール・ブリュット パートナーズ熊本 事務局 （障害者支援施設 愛隣館） 

（℡０９６８-４３-２７７１） 

日 程 会 場 住 所 

１/２８～２/１ ittengo【gakuya】 熊本市中央区上通町7-11オモキビル2F 

２/２～２/９ 国際交流会館 熊本市中央区花畑町4番18号 

２/１０～２/１７ 上通郵便局 熊本市中央区水道町3-37 

２/１８～２/２３ 熊本機能病院 熊本市北区山室6丁目8番1号 

２/２４～２/２７ 熊本市役所１階ロビー 熊本市中央区手取本町1番1号 

３/２～３/７ ひまわりホーム地域交流スペース 宇土市松山町野田1988 

３/９～３/１３ 山鹿市立中富小学校 山鹿市鹿本町中川９６５番地 

３/１６～３/２０ 八代学園オーシャン 八代市通町6-20 

３/２３～３/３１ 熊本県総合福祉センター 熊本市中央区南千反畑町3-7 

 

●アールブリュット：「生の芸術」という意味のフランス語。正規の美術教育を受けていない人が自発的に生

み出した絵画や造形のこと。その作家には障がいのある人も多く含まれる。 

 

 

 

 現在、熊本市では、本市の障がい福祉施策の基本的方向性を定める「熊本市障がい者プ

ラン」の中間見直しと、障害福祉サービスの必要量等の見込みやその確保策等を定める「熊

本市障がい福祉計画」の第４期計画の策定を進めています。 

これらの計画について、広く市民の皆様のご意見をお聴きし、計画策定に反映させるた

め、このたびパブリックコメントを実施しています。詳しくは、熊本市障がい保健福祉課

（℡３２８－２５１９）へお問合せください。 

【意見募集期間】 平成２６年１２月２６日（金）～平成２７年１月２６日（月） 

熊本市障がい者プラン中間見直し（素案）及び熊本市障がい福祉計画 

（第４期）（素案）策定に関するパブリックコメントを実施しています 

-あなたの街に生の芸術を届けます- 

アール・ブリュット Art Brut 移動美術館 


